
大会名 北河内地区中体連リーグ2019（プレミアリーグ）　以下、北河内プレミアリーグ2019とする

主催 北河内地区中体連サッカー部

主管

協賛

開催時期
　　　　　　 前　期　：　２０１９年８月１７日～２０１９年１１月１７日
　　　　　　 後　期　：　２０２０年１月１１日～２０２０年３月１日
    シード決定戦　：　２０２０年３月２０日～２２日

会場 北河内地区周辺の各会場

競技規則 最新の（公財）日本サッカー協会の「競技規則」による

参加資格

・２０１９年度現在で中学校１年生および中学校２年生であること
・所属中学校のサッカー部であること
・他のチームで協会登録されている選手は出場することができない
・実質他のチームでの活動がなくなっていたとしても、協会登録上移籍が完了もしくは抹消が
　完了していない選手を出場させることはできない
・リーグ期間中に上記の条件を満たさなくなった場合は、リーグ棄権とし、当該チームの全試合
　記録を抹消する

最小スタッフ数 1名

参加費 徴収はしない

女子選手の

出場について
認める

大会エントリー

☆前期☆
　・２０１９年６月２４日（月）のプレミアリーグ前期打ち合わせに最低１名の顧問が出席すること
☆後期☆
　・２０１９年１１月２５日（月）のプレミアリーグ後期打ち合わせに最低１名の顧問が出席すること
☆前後期統一☆
　・やむを得ない事情により顧問が出席できない時は代理を立てること
　・それでも出席が困難な場合は１週間前までに北河内専門委員長にその旨を連絡すること
　・当日のやむ得ない事情による欠席、遅刻についてはその打ち合わせ会議において全体の
　　判断を仰ぐものとする
　・上記の条件が満たされない場合はエントリー無効とする

運営会議

☆前期☆
　・２０１９年６月２４日（月）１５時００分
　・大東市立住道中学校
☆後期☆
　・２０１９年１１月２５日（月）１５時００分
　・大東市立住道中学校

競技方法

☆前期☆
　・６ブロックによる1回戦制のリーグ戦を行う
　・審判は原則同一ブロックのチームが行うこと
☆後期☆
　・１部（２ブロック）、２部（４ブロック）、３部（３ブロック）による３リーグ制とし、1回戦制の
　　リーグ戦を行う
　・審判は原則他のブロックのチームが行うこと
☆前後期統一☆
　・リーグ戦の勝ち点は　勝ち＝３点　引き分け＝１点　負け＝０点
　・順位の付け方は①勝ち点　②得失点差　③総得点　④当該対戦結果　⑤抽選
　・試合時間は６０分（３０－５－３０）とする
　・主審は上記試合時間の他、アディショナルタイムも適宜採用しなければならない
　・やむを得ない場合を除き、原則1日1試合とする
　・棄権試合が２試合を超えた場合、当該チームはそれ以後のリーグ戦資格を失い、それまでの
　　試合結果も削除される。後期は3部となる
　・相互審は認めない
☆シード決定戦☆
　・試合時間は６０分（３０－５－３０）とする
　・主審は上記試合時間の他、アディショナルタイムも適宜採用しなければならない
　・相互審は認めない
　・同点の場合はPK戦を行い、勝利チームを決定する

北河内地区中体連リーグ２０１９（プレミアリーグ）　実施要項



ディビジョン

編成

☆前期☆
　・ディビジョン編成はない
☆後期☆
　・１部：前期各ブロック上位２位で編成する
　・２部：前期各ブロック３位～６位で編成する
　・３部：前期各ブロック７位以下で編成する

ブロック

決定方法

☆前期☆
　・完全オープン抽選によって６ブロックの振り分けを行う
　・最低８チーム、最高９チームで編成する。よって、チーム数がブロック間で異なる場合がある
☆後期☆
　・前期の順位により決定する
　・編成は以下のようにする
　　　１部：６チーム×２ブロック
　　　２部：６チーム×４ブロック
　　　３部は最低３チーム、最高５チームで編成する。よって、３部ではチーム数がブロック間で
　　　　　　異なる場合がある
　・前期の１位のチームから抽選を行い所属ブロックを決定する
　・後期から参加チームは３部に入る

春季大会

シード決定戦

☆第４，６シード決定戦☆
　・対象チームは２部１位の計４チーム
　・組み合わせは対戦表参照
　・勝ちチームが春季大会で第４シード、負けチームは第６シードとなる
☆第７シード決定戦☆
　・対象チームは２部２位の計４チーム
　・組み合わせは対戦表参照
　・勝ちチームが春季大会で第７シード、負けチームはノーシードとなる
☆第８シード決定戦☆
　・対象チームは１部５位、３部シード決定戦進出トーナメント優勝チームの計４チーム
　・組み合わせは対戦表参照
　・勝ちチームが春季大会で第８シード、負けチームはノーシードとなる

選手エントリー

　・試合開始３０分前までに本部へ【メンバー表】２部と【警告・退場申し送り用紙】を提出する
　・試合毎の登録は２５名までとし、先発に○をつける
　・試合が始まってからのメンバー表の書き加えおよび修正は一切認めない
　・背番号および選手名が書かれていない選手は出場することができない
　・提出したメンバー表に載っている背番号以外での出場は認めない
　・上記の違反があった場合はその試合を棄権扱いとする

選手交代
　・自由な交代とする
　・選手交代用紙は使用しない

帯同審判

　・主審は１８歳以上（高校生年代不可）とする
　・顧問以外が審判を行う際は有資格者とする
　・審判服着用を義務とする
　・副審は選手も可とするが、できる限り上級生もしくは副審経験豊かな選手にさせること
　・審判担当試合の開始１０分前までに担当者が到着しない場合はそのチームのその日の
　　試合結果を棄権負けとする
　・審判員が不慮の事故により試合続行が不可能な場合は、会場責任者と試合責任者と
　　協議の上対応し、必ず試合を成立させること
　・審判にあたる顧問、生徒はともにルールの理解をしっかりとしておくこと

試合の成立

　・試合開始時に７名未満の場合は棄権とする
　・試合経過途中で選手数が７名未満になった場合、棄権とする
　・棄権が生じた際のスコアは０－５とするが、得失点で順位が決まる場合かつ、棄権チーム
　　との対戦がともに勝ち、ともに負けの場合、棄権チームのスコアはすべて削除する
　・また棄権チームとの試合で出された警告、退場はそのまま有効とする

警告・退場など

　・前期、後期各リーグ期間中に警告を２度命じられた選手は、次の１試合出場停止とする
　・前期で受けた警告は後期に、後期で受けた警告はシード決定戦に持ち越さない
　・試合中に退場を命じられた選手は、最低次の１試合は出場停止となる
　・その後の処置についてはすべて規律委員会で決定する
　・但し、２試合以上の出場停止になるような重要事項の場合は、規律委員会にて出場停止数を決定する
　・前期の最終戦で退場となった場合は後期に持ち越す
　・後期の最終戦で退場となった場合はシード決定戦ならびに春季大会に持ち越す
  ・シード決定戦の最終戦で退場になった場合は春季大会に持ち越す
　・前期の申し送り用紙は後期の打ち合わせ会議に、後期の申し送り用紙は春の総会に持参し提出する



試合報告

審判報告

　・試合責任者は試合終了後、会場責任者に試合結果を報告すること
　・会場責任者はできるだけ速やかに
　　　　◆枚方市立山田中学校サッカー部顧問　源野
　　　　◆グループ責任校
　　の2箇所に結果を報告すること
　・退場など重要事項が発生した場合は、担当主審が審判報告書（大阪中学校体育連盟
　　サッカー部ハンドブック内）を記入し、会場責任者に提出すること

グループ

責任校の

決　定

☆前期☆
　・各ブロックから責任校を１チーム競技部推薦で決める
☆後期☆
　・原則、１部AB、２部AB、２部CD、３部ABCDで１チームの責任校を競技部の推薦で
　　決める

グループ

責任校の

役　割

　・前後期打ち合わせにおいて各リーグの日程調整を行う
　・各リーグの試合結果を集約する
　・リーグ戦内で重要事項が発生した時には担当校から報告を受け、専門委員長に報告
　　すること

試合責任の

役　割

　・試合責任者は第４審判の役割も担っている
　・試合記録（会場責任が準備）をつけること
　・メンバー表、警告退場申し送り用紙、選手交代時の確認を行う
　・問題が発生した場合の報告義務
　・試合中であれば主審へ的確に助言する
　・試合後、主審と確認をして試合記録をつける
　・重要事項が発生した場合、報告書（様式自由）を作成し、会場責任者へ提出すること
　・【警告退場申し送り用紙】に記入し、各チーム顧問へ返却する
　・試合責任担当試合の開始１０分前までに担当者が到着しない場合はそのチームの
　　その日の試合結果を棄権負けとする

会場責任の

役　割

　・主審、副審がいない場合の対応
　・会場設営、ピッチライン、本部、チームベンチ、ゴール、コーナーフラッグ、副審フラッグ、
　　エアポンプの用意
　・試合記録用紙（様式自由）・審判報告書(重要事項)を準備すること
　・すべての試合終了後、速やかに試合結果を報告すること（試合報告参照）
　・重要事項が発生した場合、速やかに北河内専門委員長に報告すること

試合結果

報告宛先

　・メールは山田中源野　football_genno14@yahoo.co.jp に結果のみ報告すること
　・FAXは山田中源野　072-848-7814　に様式は自由で報告すること
　・この報告は会場責任校が行うこと

ボール
　・５号球を使用する
　・両チームより持ち寄り、主審が決定する

ユニフォーム

　・ユニフォームは正・副（GKを含む）の2色を必ず用意しなければならない
　・チーム事情でユニフォームが２色揃えることができないチームは打ち合わせ時に
　　全体の場で申し出ること
　・GKユニフォームはFPとは明確に違う色を用いるものとする
　・競技者の安全のために、一切の装身具の着用を禁止し、装身具を覆うテープの使用も
　　不可とする
　・なお使用するユニフォームの最終決定は試合開始３０分前を目安に主審が行う
　・アンダーシャツを着用する場合、その袖の主たる色はジャージまたはシャツの主たる
　　色と同じにする
　・アンダーショーツを着用する場合、その主たる色はショーツの主たる色と同じにする

合同チームに

関して

　・合同するチームは２チームまでとする
　・両チームとも、参加資格を満たしている部員が１１人未満であること
　・リーグ期間中にどちらかのチームが１１人以上になったとしても、シード決定戦までは
　　合同チームとして参加すること
　・合同チームが春季大会のシードを獲得し、新年度に合同チームを解消した場合は合同
　　チーム内の１チームにシード権を与える。決め方の優先順位は以下の通り
　　　　１．１１人以上人数がいるチーム
　　　　２．合同チーム内で話し合い
　　　　３．競技部立会いのもと抽選

日没や落雷時

自然災害による

中止・順延

ついて

　・午前の試合については７時の時点で警報が発令されていた場合、中止し、順延とする
　・午後の試合については１０時の時点で警報が発令されていた場合、中止し、順延とする
　・試合中に警報が発令された場合、その試合を中断し、後日、残り時間から再開する
　・警報とは特別警報ならびに暴風、大雨警報のことをさす
　・日没や落雷などによる中断、順延の判断は会場責任者および主審に委ねる
　・中断後の再開は安全に十分注意して行い、中断前の状況から再開する
　・中断後、順延となった場合は残り試合時間を「再試合」として実施する



再試合に

ついて

　・中断時のメンバー表と警告退場申し送り用紙を準備すること
　・中断した場所がインプレーであれば中断場所からのドロップボールにて再開する
　・中断した場所がアウトオブプレーの場合はその中断場所からの再開とする
　・審判は中断前と同一審判が望ましい
　・再試合の出場選手については同一選手が望ましい。中断期間中に別の試合で出場停止
　　処分を受けた場合も、再試合には同一選手が出場すること

表彰

☆前期☆
　・各ブロック優勝チーム(賞状)を表彰する
☆後期☆
　・各リーグ優勝チーム（賞状)＋1部,2部,3部で優勝したチームにトロフィーを授与する。

日程の決定

☆前期☆
　・１日１会場４チーム以上で試合を組むことを基本とする
☆後期☆
　・１日１会場でAリーグ１試合以上、Bリーグ１試合以上をセットとして試合を組むことを
　　基本とする
☆前後期統一☆
　・原則、各チームつきに最低１試合、最高４試合を組む
　・提示した日程表を基本として試合を組んでいく
　・決定した試合日程を変更することはできない


